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大阪帝國大學醫學部第三内科教室及微生物病研究所竹尾結核研究部(圭任 今村教授)

聲學士 水 谷 久 信

第一章 緒.論

結 核 ノ治 療 二 當 リ 食 餌 療 法 ノ 強調 セ ラル ・今

日、 蛋 白質 、 脂 肪 及 ビ、 含 水 炭 素 ノ新 陳 代 謝 状

態 テ究 明 スル ハ蓋 シ必 要 ナル ベ シ。 「ア ミノ」酸

就 中 「トリ プ トフ。ン」ハ禮 蛋 白 ノ構 成 分 トシテ、

亦 遊 離 ノ駄 態 二於 テ諸 臓 器及 ビ組 織 中 二含 有 セ

ラ レ、榮 養 上 特 殊 ノ意 義 テ有 スル モ ノナ レバ、古

來 本 物 質 拉 二其 分 解 産 物 ハ結 核 ノ研 究 二際 シ注

目 セ ラ レタル所 紗 カ ラズ。

「トリ プ トフ。ン」二關 スル(1)(2)〔3)(4)〔5)(6)諸問 題 ハ

古 武 教 授 及 ビ其 門 下 多 年 ノ研 究 業 績 ノ結 果 、 逐

次 間 明 セ ラ レ、生 農 内 二於 ケ ル(7)(8)(gXlok(11'(12j(13)本

物 質 ノ分 解 二關 與 ス ル主 臓 器 ハ恐 ラ 久 肝 臓 ナ

ルベ シ ト。更 二同教 授 ハ昭和10年 近 畿 結 核 病 學

會 二於 テ 「トリ プ トフ。ン」ト榮 養 二 就 テ 興 味 ア

ル登 表 テ セ ラ レ、「15J(1tixll7)「ト リプ トファン」ノ榮 養

的数 果 如 何 ハ生 膿 内 二於 ケ ル本 物 質 ノ分 解 機 序

二水 素 「イオ ン」濃 度 ガ緊 密 ナ ル關 係 テ有 スル モ

ノ ・如 久 恐 ラ ク「ト リプ トフ。ン」ハ生 理 的 滴 性

側 ニ ア リテ ハ圭 トシテ其 側 鎖 ノ;,i(ttllX-,化ニ ヨ リ 「イ

ン ドー ル」焦 性 葡萄 酸(及 ビ 「イン ドー ル」乳 酸1

テ 生 ジ、必要 二慮 ジ容 易 二 「トリブ トフ。ン」二復

蹄 シ得 ル テ以 テ榮 養 的 慣値 テ有 スル モ 、之 二反

シ酸 性 ヘ ノ僅 カナ ル移 動 帥 ヂ アチ ドー ぜ」ノ歌

態 二於 テ ハ此 「ア ミノ」酸 ハ 主 トシテ核 ノ開鎮 テ

以 テ其 分 解 テ始 ノ最 早 ヤ榮 養 的数 果 テ有 セザ ル

「キ ヌ レニ ン」テ生 ジ 「トリ プ トフ
。ン」代謝 異 常

テ招 來 スル テ以 テー般 榮 養 上 二於 テ著 シキ障 碍

テ及 ボ スモ ノナ リ ト述 ベ ラ レタ リ。

as)R.J.Drabkina・ ・結核 患 者 ノ肝臓 機 能 検 査

テ蛋 白質 代 謝 ノ駄 態 ヨ リ窺 知 セ ン ト シ 「ア ンモ

ニ ア,ク 」窒 素 量 ト尿 絡 窒 素 量 トヨ リ 「ア ンモー

アック」係 激 ヲ算 出 シ、 輕 症 患 者 ニ ア リテ ・・何 等

健 康 者 トノ間 二差 異 テ認 メザ リ シガ、 中等症 患

者 ハ19%重 症 患 者 ハ74%二 於 テ蛋 白質 代 謝障

碍 テ認 メ タ リ。

㈹ 瀧 本 氏 等 ハ結 核 ノ病 症 及 ビ病 攣 ト肝臓 機能 ト

ノ關 係 テ 窺 ハ ン トシ、 結 核 患 者 二 「ガ ラ ク トー

ゼ」法 テ實施 シ タル ニ、肺 結 核 患 者 中病 機 ノ活動

旺 盛 ニ シテ、 中 毒 症 状 高 度 ナ ル滲 出 型 虹 二治癒

傾 向 ラ有 スル良 性 ト見 ラル ・檜 殖 型 及 ビ硬 攣型

ニ ア リテモ病 竈 廣 汎 ナ ル モ ノハ陽 性 反 庶 テ呈 ス

ル モ ノ多 キ テ報 告 セ リ。

(20)飯室 氏 等 ハ膿 汁 酸 員 荷 試 験 テ肺 結 核 患 者 二實

施 シ、 肝 臓 機 能 障碍 ハ滲 出型 二最 モ多 久 増 殖

型 之 二次 ギ、 硬 攣 型 ニ ア リテハ 障碍 ノ嚢 生 少 キ

ガ 如 シ ト言 ヘ リ。

(21)桂氏 ハ肺 結 核 ト肝 機 能 二就 キ肺 結 核 患 者 ノ新

陳 代 謝 障碍 二封 シテ肝 臓 ノ關與 スル所 大 ナル ノ、

疑 ナ ク、 蛋 白質 、 脂 肪 叉 ハ含 水 炭 素 ノ●代 謝 障碍

ノ大 部 分 モ亦 肝 臓 機 能 異 常 ノ結 果 ナ ル ベ シ ト述

ベ タ リ。

結 核 ト「ア チ ドー ぜ」或 ハ 「アル カ リ レザ ー ブ」二

關 ス ル(2'「(23)〔24x25x26x27)文獣 甚 グ 多 シn(28)Hachen・ ・

重 症 肺 結 核 患 者 殊 二尿 「ウ ロ ク ロモ ー ゲ ン」或 ハ

「ヂ ア ツォ」物 質 テ謹 明 ス ル 患 者 二 「ア チ ドー ぜ」

著 明 ナ ル モ ノ多 キ テ唱 シ、(29)且.Schade,F.

Claussenハ 結 核 ガ慢 性 型 ノ場 合 ニ ア リテ ハ「ア

チ ドー ぜ」輕 度 ナ ル モ、 急 性 型 テ 呈 ス ル トキハ
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「ア チ ドー ゼ」著 シキ テ報 告 セ リ。

'(80':H
.C.Sweanyハ 結 核 ノ中等 症 及 ピ重 症 患 者

二幾分 豫 備 「アル カ リiノ 減 量 スル傾 向 ア リ ト論

ジ タ リ。

(31)楠、(32菅沼 氏 ハ結 核 患 者 ノ「アチ ドー ゼ」テ 炭

酸 量 ノ減 少 セル事 實 ヨ リ立 読 シ、 ㈹熊 谷 教 授 及

ピ其 門 下 モ亦重 症 肺 結 核 ニ シテ豫 後 不 良 ナ ル モ

ノー血 液 剰絵 「アル カ リ」ノ低 下 セル テ見、 當 教:

室 二於 テモ岡 今 村 教 授 ハ 昭 和9年 日本 結 核 病 學

會 絡 會 二於 テ結 核 ト「ア チ ドー ゼ」二就 キ各 方 面

ヨ リ述 べ ラ レタ リ.尚 尚勝 沼 教 授 モ之 レニ關 ス

ル實 験 成績 テ褒 表 セ リ。

㈹西 村、 伊 藤 両 氏 ハ肺結 核 患 者 ノ血 漿 酸 中和 能

力 テ測 定 シ、 其 病 勢 進 展 シ重 症 二向 フニ從 ヒ所

謂 「アチ ドー ゼ」ノ重曹進 ス ル場 合 多 シ ト言 ヘ リ。

細 菌 ノ増 殖 二培 養 基 水 素 「イオ ン」濃 度 が密接 ナ

ル關 係 テ有 スル ハ周 知 ノ事 項 ニ シテ、結 核 菌 ノ

好適培 養 基PHノ ・(37)Dernby,N5slundニ ヨ レバ

PH6.0→PH6.5ナ リ。

㈹西 村 氏 ハ家 兎血 漿 ノPH6.2→PH6.8ガ 結 核

菌 増 殖 二好 適 ナル ナ述 べ、更 二實 験 的 「ア チ ドー

ぜ」テ起 シ タル動 物 ノ血 液 ニ ョル 「ス ラ イ ドセル

カル チュア」ニ テ結 核 菌 ハ増 殖 旺 盛 ナ ル事 テ公 ニ

シ タ リ。重 症 肺 結 核 患 者 二屡 ≧「トリプ トフ.ン 」
の

代 謝 異 常 ノ存 スル ノ、(39)T.Wohlfeil,㈹E.Adler・

及 ビ㈹渡 邊 氏寺 ノ實 験 成績 テ見 ル モ明 カ ナ リ。

弦 二上 記 諸 文 献 テ総 合 ス ル ニ 結 核 ト尿 「キ ヌ レ

ニ ン」禮 トノ關 係 ハ考 慮 スベ キモ ノナ ル ベ シ。

侵2糊鰍45×46)異二余等 ハ重 症 肺 結 核 患 者 二肝 油 「ト

マ ト」汁療 法 テ實施 シ、尿 「キ ヌ レニ ン」膿 ノ減 少

ト共 二血 液 酸 中和 能 力 ノ増 加 テ認 メ タ リ。

然:レ ドモ 「アス コル ビ ン」酸 注射 ニ ヨ リテ ハ何 等

上 記 ノ如 キ成 績 テ認 メザ リキ。其 際 余 ハ 各患 者

ノ囁 取 スル 食餌 テ出來 得 ル限 り等 シカ ラ シメ ン

ト企 テ タル モ、ソ ノ極 メテ困 難 ナ ル テ知 りタ リ。

此 度 肺結 核 患 者 デ輕 症 、 中等 症 及 ビ重 症 二匠 分

シ、尿 「キヌ レニ ン」禮 ト尿 練 窒 素 量 トノ比 テ求

メ観 察 シ タル ニ可 ナ リ適 切 ナル成 績 二達 ス ル テ

得 タル テ以 テ弦 二報 告 スベ シ。

第:二章 實験方法

被験者ハ可及的一定食餌:テ撮取 セシメ、朝食後

ヨリ翌 日朝食前二至ル1日 尿 二就 テ、尿量反慮

及ビ比重 テ検査 シ、働古武、川瀬法ニ ヨリテ尿

第三 章

第1表 男30歳 健康者

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反磨

線窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レ'ニ

ソ」

盤 景

(K)9

比(%)

(KIN)

141XI 610 1028 弱酸性 8,769 0,845 9.6

15 955 1019 ,, 10,102 0,737 7.3

16 1430 1016 ,, 9,448 0,630 6.7

17

T
680 1022 ,, 7,265 0,621 8.6

560 1030 ,, 6,964 0,582 8.4
-層

「

-

`

-

」

19 1150 1018 ,, 10,643 0,778 7.4

20 510 1032 9, 8,354 0,723 8.7

21 940 1020 ,, 10,140 0,636 6.3

22

23

卒均

895 1022 ,, 8,822 0,986 11.2

690 1022 ,D 7,753 0,673 8.7

8.2

「キ ヌ レー ン」禮 テ定 量 シ、 更 二Kjeldahl氏 法

テ用 ヒテ尿 糖 窒 素 量 テ測 定 セ リ。

實験成績

1・ 健 康 者 二於 ケ ル實 験

實 験 第 一 、 男 、 年 齢30歳 、 膣 重 、

57.5妊 。

第1圃 男30歳 健康者
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賓験第二、一 男 年齢30歳 、 盟重65

冠 。 ・ 画..ζ.

第2表 一 男30歳 健康者

ら

検査
月日

尿 量

(ccm)
比重 反応

総窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レニ

ンノ」

髄 量

(K)9

比(%)

(KIN)

121XI 1145 1016 弱酸性 8,792 0,685 7.8

13 1355 1015 ,, 8,592 0,747 8.7.

14 1110 1018 ,, 8,289 0,856 10.4

15 900 1025 ,, 10,193 0,822 8.1

16 1325 1020 ,, 10,621 0,626 5.9

17 1130 1020 ,, 9,936 0,712 7.2

18 710 1026 ,, 9,108 0,637 7.0

19 970 1021 ,, 9,657 0,779 8.3

20 1100 1022 ,, 10,997 0,814 7.5

21 1575 1017 ,, 11,607 0,694 6.0

ZF均 7.6

第2圖 一 男30歳 健康者

實験第三、一 男 年齢28:歳 、 禮重56

互f。

第3表 一 男28歳 健康者

検査月
日

尿 量

(ccm)
比重 反応

総窒 素
量
(N)9

「キ ヌ

レノニ

ン'」

盤 景

(K)9

比(%)
(KIN)

1511 735 1022 弱酸性 9,247 0,625 6.7

16 650 1026 ,, 9,921 0,655 6.6

17 800 1023 ,, 9,697 0,819 8.4

18塵 680 1022 ,, 8,298 0,642 7.7

19 850 1023 ,, 9,115 0,615 6.7

20 1420 1015 ,, 9,446 0,648 6.8

21 1130 1018 ,, 7,678 0,569 7.4

22三 900 1023 ,, 9,658 0,599 6.2

23盛 1355 1013 ,, 8,095 0,491 6.1

24 880 1022 ,, 9,110 0,623 6.8

ZF均4 6.9

第3圖 一 男28歳 健康者
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二;肺 結核患者 二於 ケル實験

A.軽 症肺結核患者二於ケル實験

實験第四、一 、男 年齢30歳 、職業會社

員。

診断、早期浸潤

現症歴、約2週 間前突黙約20耗 ノ喀血 テ見、直

チニ工場署 ノ治療 テ受 ケシモ止血セズ。昭和11

年1月27日 ノ夜 ヨリ翌朝二至 ル間数同喀血テ

繰返 シタル爲、今村内科 テ訪 レ1月30日 入院ゼ

リ。

主訴、喀血

入院時所見、膣格大、膿重67.3冠 、膿温36度

5分 ヨリ37度8分 、脈搏80、 呼吸数18、 口蓋

弓梢 ヒ登赤セルモ扁桃腺何等腫脹:セズ。

肺部所見、雨肺尖部前後共呼吸音梢z粗 一 シ

テ、呼氣延長 アリ.胸 部X線 像ニチハ右肺門部

淋巴腺 ハ軽度 ノ肥大 テ示 シ、肺尖部 二斑紋様 ノ

陰影 アルモ、左肺 二特記 スベキ病竈 テ認 メズ6

尿 ハ黄褐色、弱酸性 ニシテ、蛋白糖 「ヂアツ,」及

第4表 一 男30歳 早期灘

検査
月 日

尿 量(
ccm) 比重 反応

総 窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レノニ

ソ」

盤 景

(K)9

比(%)

(KIN)

,

3
191π 1200 1019 弱酸性 8,769 0,623 7.1

20 1360 1020 ,, 8,704 0,642 7.4 5;

}

～

,

～

21 1915 1015 ,, 11,901 0,874 7.4

22 1860 1014 ● ● 9,532 0,878 9.2

23 1275 1015 ,, 9,739 0,522 5.4

、24 1480 1016 ,, 9,548 0,628 6.6

25 1880 1014 ,, 9,935 0,769 7.8

26 1800 1012 ,, 11,172 0,595 5.4

27 1640 1017 ,, 11,396 0,826 7.3 し
「28 2360 1016 1, 11,901 1,003 8.5

:雫均 '7
.2

1
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第4圖 男30歳 早期浸潤 第5圖 男30歳 雨側肺結核

慮等何 レモ陰性i便 鐘卵 テ認 メズ。喀疾 中二結

核菌テ謹明 シ得ズ。

血色素量85n.s.赤 血球数5百50萬 、白血球数

6800,「 エオジン」嗜好白血球1.5%、 盤基性

色素嗜好細胞0、

中性嗜好白血球(桿核型9.50,分 核型45・1%)

淋巴球42%、 輩核 白血球1.5%。

赤血球沈降速度1時 間2.5粍 。2時 間6粍 、

中等/匿2.75粍 。

實験第五、1男 年齢30:歳

診断、両側肺結核。

現病歴、昭和11年1月17日 頃 ヨリ軽度 ノ音聲

噺榎拉二咽頭痛 テ蜀工、1月29日 喀疾中二血貼

テ認メタリ。其後毎 日1同 或ハ2回 喀疾中二貼

状若 クハ線猷 ノ血液テ混ぜ シテ以テ今村内科 ラ

訪 レ、2月11日 入院 テ許可サル。

主訴、血痕。

入院時所見、艦格比較的大、禮重64・4冠 、艦温

36度5分 乃至37度1分 、 脈搏72、 呼吸数19、

第5表 一 男30歳 南側肺結核

検査
月日

尿 量(
ccm) 比重 反応

総窒素
量
(N)9

,キ ヌ

レノニ

ン'」

髄 量

(K)9

比(%)

(KIN)

51皿 1220 1026 弱酸性 13,287 0,941 7.0

6 1480 1022 ,, 13,838 0,839 6.1

7 1380 1022 ,, 13,425 0,934 6.3

8 1400 1022 ,, 14,487 1,036 7.0

9 1710 1022 ,, 17,575 0,996 5.6

10 970 1026 ,, 12,546 0,809 6.1

11 1400 1022 ,, 16,032 0,815 5.0

12 990 1026 ,, 13,501 0,873 6.6

13 1070 1023 ,, 12,547 0,960 7.7

14 1130 1023 ,, 13,533 1,085 8.0

準均 6.5
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(月の死π67B9〃//〃/3〃

口蓋弓相當 ノ充血 アリ。扁桃腺異常 ヲ認 メザル

モ咽頭後壁梢 ヒ嚢赤 ス。

胸部所見、南側肺尖部打診上前後共短、i聴診上

右肺ハ前面上部及 ビ脊面上部 バー般二呼吸音

粗、呼気延長アルモ、左側 ハ右側 二比 シ更 二呼

吸音粗裂、呼気延長甚 シ。

胸部X線 像、両側肺上部及肺門部 二輕度ノ陰影

テ認 ム。

尿ハ弱酸性 、蛋白及 ビ糖 テ認メズ大便寄生轟卵

陰性喀庚中二於ケル結核菌ハ最初陰性ナ リシモ

後陽性3ん トナレリ。

血色素量70n.s.赤 血球敷4百40萬 、白血球数

8千 、

赤血球沈降速度1時 間4粍 、2時 間10粍1中 等

値4.5粍 。

實験第六、■■■巳 男、年齢25歳 職業薬剤

師。

診断、左側肺結核。

現病歴、昭和11年1月15日 風邪 二罹患 シ、2,

3回 ノ悪寒戦慎 ト共 二登熟40度 二達セシモ轡

藥 ニヨのリ解熱 セリ。

然ルニ1月17日 再 ピ悪寒戦慎 ト共 二39度 ノ高

熱 アリシテ以テ病床二就キシモ、艦温弛張 シ、

咳漱烈 シク、喀疾比較的少量ナルモt1、2同 血

痕 ヲ喀出セリ。i途二今村 内科 テ訪 レ1月23日

入院ス。

主訴、高熱

入院時所見、艦橋中等大、 膣:重49.9冠 、 禮温

38度 乃至39度5分 、脈搏110、 呼吸数24、呼吸

ハ胸腹式、 口蓋弓蛇 二咽頭後壁ハ充血 シ、扁桃

腺僅 二腫脹 セリ。

胸部所見、右側肺ハ肺尖部 ヨリ第二肋間迄打診
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上短音 テ示 シ、且 ツ之 ノ部ニ一致 シテ嘉診上呼

吸音粗、呼気延長 セリ。・

左側肺 ハ肺尖部前面二呼吸音粗、呼気延長テ認

メ、下部前面二小水泡性爆音 テi聴取 ス。背部 ハ

打診上下方ニアリテハ濁音 テ呈 シ、嘉診上之 ノ

部二小水泡性曜音著明ナリ。尚肺尖部二於 テハ

呼吸音粗ナ リ.

胸部X線 像。左肺下部 二不等陰影 テ認へ 右肺

下部二気管枝周囲炎ニヨル輕度 ノ陰影 アリ。

尿 ハ弱酸性、蛋白及 ピ糖 テ認 メズ、 「ヂアツオ」

反磨陰性、便寄生贔卵 テ見ズ。喀疾中二最初ハ

結核菌 テ澄明 シ得ザ リシモ、後結核菌陽性(ヲ20)

トナレリ.ピ ルケー氏反慮陽性(6×4mm)

血色素量65n.s.赤 血球数4百40萬 、 白血球撒

1萬3千 「エオジン」嗜好球0.5%、 盤基性球o,

中性嗜好球(分 葉核76%、 桿歌詠4.5%)、 淋巴

球16.5%、 軍核細胞2%、 赤血球沈降速度1時

間110粍2時 間123粍 、中等贋86粍 。

第6表 男25歳 左側肺結核

検 査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反応

総 窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レ'ニ

ソ」

髄量(
K)9

比(%)

(KIN)

51皿 1080 1020 弱酸性 8,983 0,732 8.1

6 1390 1016 ,, 8,670 1,050 12.2

7 1490 1014 ,, 7,256 0,751 10.4

8 1120 1014 ,, 8,856 0,811 9.2

9 1880 1012 ,, 9,706 0,799 8.3

10 2050 1012 ,, 9,380 0,581 6.2

11 2190 1013 ,, 9,223 0,996 ●10.8

12 2600 1010 ,, 8,553 0,860 10.0

13 1280 1018 ,, 9,834 1,028 10.5

14 1170 1020 ,, 8,975 0,775 8.7

卒均 9.4

實験第七、 、 男、 年齢31歳 職業大朝

記者。

診断、早期浸潤(左 側)及 南側肺尖加答児。

現病歴、昭和11年2月2日 感冒二罹 リ、真際殆

ンド登熟 ナカ リシモ、軽度 ノ咳漱、喀疾及 ビ背

部鈍痛 ノ爲3週 間病床 二就 キテ療養 セリ。2月

27日 出勤以来全身倦怠、拉 二背筋痛 テ蜀エタル

テ以 テ其後今村内科 テ訪 レ4月16月 入院 ス。

主訴t背 筋痛。

入院時所見、艦橋 中等1盟 重55.6冠 、 燈温36

度5分 、脈搏74、 呼吸数18、呼吸ハ圭二腹式ナ

リ。

扁桃腺異常 ナキモ咽頭後壁 ハ充血 テ示 セ リ。

胸部所見、右肺尖部ハ前後共二打診音短、右側

肩朋骨間部ニアリテハ呼吸音著 シク粗、呼氣延

長 テ認 ム。左側肺 二於 テハ肺尖部前面 二打診音

短 ナリ。嘉診上前面ハ全般 二亙 リ呼吸音粗且弱

弟7表 男31歳 早期浸潤(左)

南側肺尖加答児

検査
月日

尿 量
rccm) 比重 反応

総窒素
量
(N)9

一

1キ ヌ

レノニ

ソ」

髄 量
(K)9

比(%)
(KIN) }

2111V 1180 1014 弱酸性 6,723 0,520 7.7L

22 950 1014 ,, 4,978 0,344 6.9

、23 915 1016 ,, 8,153 0,547 6.7

24 1180 1016 ■, 7,879 0,618 7.6

25 1200 1014 ,, 7,606 0,661 8.7

26 840 1016 ,, 5,790 0,373 6.5

27 1160 1014 ,, 7,079 0,639 9.0

28 1240 1012 ,, 4,715 0,527 11.1

29 870 1013 ,, 4,573 0,451 9.8

30 980 1017 ,, 6,692 0,648 9.7

:雫均 8.4

第6圖 男25歳 左側肺結核 第7固 男31歳 早期浸潤(左)

両側肺尖加答児
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シ、背部ハ肩朋間部中央 二呼吸音微弱 ナルヲ・知

ノレ。

胸部X線 像、両側肺尖部二平等 ナル 陰影 テ認

ム。左鎖骨下部 二早期浸潤 ノ病竈 テ見ル。南側

肺門部淋巴腺 ノ肥大拉:二気管枝周園浸潤性陰影

著明ナ リ。

尿 八頭酸性 ニシテ、 比重1010ナ リ.蛋 白、糖
rヂアツオi.J「インヂカ ン」「ウロビリン」「ウロピ

リノーゲ ン」導線テ陰性、便中ニ八姫巌卵 ラ相當

認ム、喀疾 ニハ結核菌陰性 ピルケー氏反慮陽性

(10×10mm)、 赤血球4百20萬 、白血球数8千

2百 、 「エオジン」嗜好球3.5%、 盤基性球0、

中性嗜好球(桿 状核型9%、 分核型49%)

淋巴球32.5%(大 淋巴球6.5%、 小淋巴球26

%)軍 核球6%、 赤血球沈降速度1時 間3粍 、2

時間7粍 、中等値3.2粍 。

實駿第八、一 、男、年齢23歳 、職業會

肚員。

診断、両側肺結核。

現病歴、昭和11年3月 中旬頃感冒二罹患 シ、膿

温39度 二上昇、咳漱及 ビ廃疾二情サル。其後扁

桃腺炎二罹 リ微熱咳漱喀疾テ認 メ、シガ、約1週

間前 ヨリ上記 ノ諸症状盆 ≧悪化 シ更二両側肩脾

筋痛モ加 リタル爲4月26日 入院 ス。

主訴、咳漱、喀疾、両側肩朋筋痛。

入院時所見、髄格中等大、 禮重53.9冠 、 禮温

37度 、脈搏:82、呼吸数18、 呼吸ハ胸腹式、

咽頭部 ニアリテハ扁桃腺肥大 テ認 ム。

胸部所見、右側肺ハ前面第二肋間 ヨリ第四肋間

ノ部 二打診音短ナル他異常 テ認 メ難 シ。左側肺

ハ前後共肺尖部 ヨリ中央迄打診上短音 テ示 シ、

肺尖部前面二小水泡性爆音、背面ハ肺尖部 ヨリ

中央 マデ一般二乾性嘱音 テi聴取 セリ。

胸部X線 像、左肺ハ肺尖部 ヨリ第三肋間二亙 リ

細葉性結節性滲出陰影散在 シ。右肺上部二増殖

性陰影 テ認 ム。

尿 ハ黄褐色弱酸性 ニシテ、蛋白、糖 「ヂアツオ」

反応「インヂカン」「ウロピリノーゲン」等陰性、

糞便中二寄生贔卵 テ認 メズ。喀疾 中ノ結核菌陽

性(3/10)ナリ.ピ ルケー氏反慮。

血色素量:68n.s.赤 血球数4百38萬 、白血球撒

8千 百、「エオジン」嗜好細胞1%、 盤基性球0,

中性嗜好白血球(桿 核型22.5%、 分核型51.5%)

淋巴球170,軍 核細胞8%、 赤血球沈降速度1

時間5粍 、2時 間10粍 ら 中等値5粍 。

第8表 一 男23歳 南側肺結核

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反慮

総窒素
量(
N)9

「キ ヌ

レ!ニ

ソ」

骨豊量(
K)9

比(%):

(K1N)

26/V 975 1016 弱酸性 7,674 0,460 5.9

27 1040 1018 ,, 10,281 0,884 8.6

28 1120 1017 ,, 9,245 0,670 7.2

29 1340 1014 ,, 8,700 0,738 8.5

30 990 1016 ,, 6,419 0,670 10.4

31 1040 1016 ,, 7,679 0,638 8.5

11VI 1180 1018 ,, 8,871 0,966 10.9
博2

1025 1018 ,, 9,110 0,823 9.0

3 1220 1016 ,, 9,934 0,883 8.8

4 1190 1014 ,, 8,779 0,880 10.0

亭均 8.8

第8圖 一 男23歳 南側肺結核
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B.中 等症肺結核患者二於 ケル實験。

實験第九、 、男、 年齢22歳 、 職業商

業。

診断、左側肺結核。

現病歴、昭和10年9月15日 風邪 二罹患後烈 シ

キ咳漱、喀疾二苦 シム。同月24日 某轡師 ヨリ左

側肺結核 ト診断 サル ・二及 ピ静養 セシモ、盟温

38度5分 、毎夜盗汗二惜マサ レ逡 二今村 内科 テ

訪 レ10月8日 入院 ラ許可 サル。

主訴、咳漱、喀庚、高熱。

入院時所見、禮格中等、禮重42.7妊 、 禮温37

度5分 乃至39度 、脈搏80乃 至110、 呼吸数22

乃至35、 呼吸ハ胸腹式、口蓋弓及 ピ扁桃腺 二登
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赤 テ見ル。

胴部所見、右側肺ハ上部前後共打診音短、肺尖

部前面ハ呼吸音相 互減弱 シ、鎖骨下部ニアリテ
ノ

ハ呼吸音著明三組、呼気延長セ リ。左側肺前後

両面全般二五 リ打診音短、且ツ濁音 テ呈 シ、聴

診上、呼吸音粗、小水泡性爆音、乾性爆音(喉 軋

及、笛聲)テi聴取ス。

胸部X線 所見、左肺ハ殆 ンド全般二五 リテ肺炎

性陰=影ラ認 ム。右側肺門淋巴腺 ハ中等度二腫脹

セリA

尿 ハ弱酸性黄褐色 ニシテ蛋白、糖 「ヂアツオ」反

応陰性、喀疾 中ノ結核菌陽性(5ノ'1U)ナリ。 ピルケ

ー氏反応陽性(3×1mm)

血液所見、血色素量87n.s.赤 血球撒:5百17萬 、

白血球撒6500、 「エオジン」嗜好白血球0.5%、

盤基性色素嗜好性細胞(亘 大赤血球0.5%)中 性

嗜好白血球(桿 歌詠5%、 分葉核34.5%)、 淋

巴球56%、 軍核細胞3%、 赤血球沈降速度1

第9表 男22歳 左側肺結核

検査
月日

尿 量(
ccm) 比重 反応

総窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レ'ニ

ソ 」

艦量
(K)9

比(%)

(KIN)

291X 915 1020 弱酸性 6,769 1,037 15.4

30 845 1021 ,, 6,310 0,865 13.7

3ユ 1310 1021 ,, 7,305 0,784 10.8

11XI 1210 1021 ,, 7,442 0,876 11.8

2 1730 1020 ,, 10,810 0,817 7.6

3 1520 1018 ,, 8,143 0,766 9.5

4 1430 1018 ● ● 8,350 0,788 9.5

5 1330 1020 ,, 7,602 0,754 9.9

6 1750 1018 ,, 7,404 0,744 10.1

7 1960 1014 ,, 8,084 0,740 9.8

:平均 10.8

時間28粍.2時 間61粍 。

實験第+、 ■■■■駄 男、年齢24歳t職 業百貨

店員。

診断、右側肺結核。

現病歴、昭和10年11月 感冒二罹患後渡努感蛇

二食思不振 テ豊工、時h盗 汗 テ認 メタリ。12月

少量 ノ吻血 テ見ル。昭和11年1月20日 咳漱時

二血痕約50琵 テ喀出 シタルテ以テ驚キ1今村内

科テ訪 レ同月22日 入院 ス。

主訴、喀血。

入院時所見、・膿格中等、禮i重46.2冠 、 燈温38

度5分 乃至39度 、.脈搏100、 呼吸数24、呼吸ハ

胸腹式。

肺部所 見、右肺尖部 ハ前後共打診上輕濁音 テ呈

シ、嘉診上呼吸音粗且ツ呼氣著 シク延長 セリ。

右側肺前面第二肋間ヨリ第四肋間 ノ部 二小水泡

音テi聴取 ス。

左側肺ハ___.,般二著 シキ所見 ヲ認 メ難 シ。

男22歳 左側肺結核

第10表 男24歳 右側肺結核

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反応

総 窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レ'ニ

ン'J

盤 景

(K)9

比(%)
(KIN)

30!1 1665 1020 弱酸性 7,077 0,837 11.8

31 1560 1014 ,, 6,840 0,761 11.2

11皿 1610 1016 ,, 7,484 0,710 9.1

2 1090 1020 ,, 5,681 0,618 10.9

3 760 1020 ,, 5,549 0,574 10.4

隔

,

■

F

鴨

脚

L

7

幽

4 1080 1020 ,, 7,136 0,833 11.7

5 1460 1018 ,, 8,427 0,850 10.1

6 1650 1014 ,, 7,014 0,727 10.4

7 1310 1018 ,, 7,b10 0,681 9.1

8 1780 1020 ,, 8,294 0,841 10.2

平均 10.5

第9圖 第10圖 男24歳 右側肺結核
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尿ハ弱酸性、黄褐色ニ シテ、蛋白、糖 テ認 メズ、
「イツヂカン」及 ビ「ヂアツオ」反応ハ全 ク陰性ナ

リ。大便中二寄生贔卵テ説明 シ難 シ。喀庚中二

結核菌(15/2)テ認 ム。

血液所見、血色素量55n.s.赤 血球撒4百 萬、

白血球数9千 、赤血球沈降速度1時 間70粍 、2

時間110粍 、中等憤62.5粍 。

實験第+一 、 、男、年齢18歳 、職業鐵工

業。

診断、左側上葉肺結核。

現病歴、昭和10年8月 頃 ヨリ全身 ノ倦怠、夕時

熱時々左側胸痛 ラ感 ジタリ.同 年9月 頃 ヨリ喀

疾ハ殆 ンド認 メザ リシモ咳漱烈 シク、夜間二屡

艦温39度 二達 セリ。最近某轡師ヨリ治療 テ受 ケ

ツ・アルモ教ナキ爲、今村内科 テ訪 レ、昭和11

年1月14日 入院 ス。

主訴、咳漱及 ビ高熱。

入院時所見、艦橋 中等、禮重47.8妊 、禮温37

度5分 乃至39度5分 、脈搏:100乃 至120,呼 吸

数22乃 至30、 呼吸ハ胸腹式、扁桃腺 二腫脹 テ

認メザルモ咽頭後壁登赤 セリ。

肺部所見、右側肺尖部前面打診音短、錬診上呼

吸音粗一 シテ呼気延長 アリ。左側肺尖前面八種

濁音 テ示 シ背部ハ打診上短音ナ リ。左肺前面 二

於 テハ肺尖部 ヨリ下部マデ__..般二呼吸音ハ著 シ

ク粗裂、呼気延長 アルテ知ル、尚第二肋間 ノ部

位二小水泡音テ蕪取 ス。背面ニアリテハ上部二

呼吸音粗且ツ呼気延長テ認 メ、又之 ノ部ニ一致

シテ気管枝音テi聴取セリ。

胸部X線 像、左肺 ハ肺門淋巴腺腫脹:ノ他、第二

肋骨下部 二気管枝周国漢偶性陰影テ認ム。右側

肺ニアリテハ下部 二軽度 ノ増殖性氣管枝周園浸

潤 アリ。

尿ハ中性ニシテ蛋白、糖、「ヂアツオ」反慮 「イ

ンヂカン」「ウロピリノゲ ン」等陰性、便中二蜴贔

卵テ認 ム、喀疾中二結核菌テ謹明セズ。 ピルケ

ー氏反磨陽性(6mm)

血液所見、血色素量49n.s.赤 血球歎4百40萬 、

白血球数1萬1千5百 、「エオジン」嗜好白血球

1.5%、 盤基性嗜好細胞3%、 中性嗜白好血球

(桿核型18%、 分核型50%)淋 巴細胞、210,

(小淋巴球17%大 淋巴球4%)、 軍核白血球6.5

%、 赤血球沈降速度、1時 間98粍 、2時 間118

粍、中等償78.5粍 。

第11表 ■ 男18歳 左側上葉肺結核

検査
月 日

尿 量(
ccm) 比重 反応

総窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レノニ

ン'」

盤 景

(K)9

比(%)
・、KIN)

3111 2700 1012 弱酸性11'54511i畿 12.2

11∬ 1617 1020 ,, 10,262 10.5

2 1140 1021 ,, 9,736 1,059 10.9

3 2120 1016 ,, 11,964 1,335 11.2

4 1320 1020 ,, 9,882 0,996 10.1

5 1440 1013 ,, 9,002 0,906 10.1

6 1310 1018 ,, 9,305 1,031 11.1

7 1070 1022 ,, 9,648 0,872 9.0

8 1440 1020 ,, 10,842 1,111 10.3

9 1020 1018. ,, 10,429 1,092 10.1

亭均 10.6

第11圖 ■ 男18歳 左側上葉肺結核
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《月日,2〃ケ 〃Zr2345墜67〃4

實験第+二 、一 男、年齢25歳,自 動

車蓮轄手。

診断、両側肺結核。

現病歴、昭和10年12月15日 感冒二罹 リ約5

日間安静加療セ シモ依然烈 シキ咳噺、喀疾、頭

痛及 ピ盗汗等 ノ諸症状持綾 セリ。昭和11年1月

咳漱時二約20妬 ノ喀血テ見 タルテ以 テ直 チニ

今村 内科ラ訪 レ1月23日 入院ス。

主訴、喀血。

入院時所見、艦橋大、匿重60冠 、農温37度 乃

至39度 、脈搏85乃 至92、 呼吸数20乃 至25 ,

呼吸ハ胸腹式、 口蓋弓及 ピ咽頭後壁ハ充血 シ、

扁桃腺 ハ著明昌腫脹 ヤリ。

肺部所見、右側肺ハ肺尖部前面 二呼吸音粗、呼
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氣延長テ認ム。

第12表 一 男25或 両側肺結核

検査
月日

尿 量

(ccm)

1

}

比重i鷹

i

総 窒素
量(
N)9

「キ ヌ

レノニ

ソ」

盤 景

(K)9

比(%)

(KIN)

21/皿 1080 1016 弱酸性 6,809 0,714 10.5

22 1150 1015 ,, 6,541 0,706 10.8

23 1090 1018 ,, 7,382 0,995 13.4

24 1100 1022 ,, 6,809 0,715 10.5

25 1380 1014 ,, 7,965 0,837 10.6

26 1980 1012 ,, 7,579 0,810 10.7

27 1820 1012 ,, 7,639 0,801 10.5

28 1420 1014 ,, 6,227 0,916 14.7

29 1800 1010 ,, 6,885 0,850 12.4

11皿 1910 1010 ,, 7,653 0,872 11.5

二雫均 11.6

第12圖 一 男25歳 南側肺結核

鯉
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今
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㌦

〃 ♪,
〃
ノ ＼ 咽/N

一
・

左側肺 ハ前面下部二於 テ呼吸音著 シク減弱セ

リ。

胸部X線 所見、両側肺門部淋巴腺ハ軽度 二肥大

シ、左腕下部 二斑紋檬病竃 ノ陰影 テ認 ム。

尿 ハ弱酸 性t黄 褐色、謹明一 シテ、蛋白、糖、

「ヂアツオ」反慮、「ウロピリン」「インヂカン」「ア

セ トン」等陰性、大便ハ消化良、寄生贔卵見ズ。

喀庚申 ノ結核菌ハ最初陰性 ナ リシモ後 二陽性

(8/、。)トナ レリ。 ピルケー氏反慮陽性(6mln)。

血液所見、血色素量:78n.s.赤 血球撒4百80萬1

白血球撒7千8百 。

赤血球沈降速度1時 間●20粍。2時 間63粍 。

實験第十三、一 、男、年齢41歳 職業建

築請負業。

診断、右側肺結核及左側滲出性肋膜炎。

現病歴i昭 和10年11月 約10耗 ノ喀血テ見ル。

昭和11年1月 中旬風邪 二罹患 シ、登熟、咳1駄

及 ビ喀疾 テ認 メタリ。1月 下旬再 ピ血痕約10蝿

ノ喀出 アリシテ以テ直二病床 二就 キ療養セシモ

約10日 前 ヨリ高熱38度 二及 ビ咳漱烈 シク、食

思益々不振 トナ レリ。逐二今村内科 テ訪 レ4月

24日 入院 ス。

主訴t高 熱、咳漱。

入院時所見、禮i格中等、禮重45冠 、禮:温37度

8分 乃至38度5分 、脈搏:109、呼吸数28i呼 吸

ハ胸腹式、咽頭軽度 ノ腫脹 テ見ル。

肺部所見、右側肺ハ前面一般 二鼓音 テ示 シ上部

二短音 テ蕪 ク。背部 ニアリテハ上部 ノミニ鼓音

及 ピ短音 テ認 ・:・。聴診上前後両面共 二肺尖部 ヨ

リ下方全般二五 リ小水泡性爆音著明ニシテ、所

h散 在性二笛聲音 テi聴取セ リ。左側肺上部 ハ前

後共呼吸音短ナルモ、全般二五 リ鼓音 テ呈ス。

i聴診上前後共一般 二摩擦音テ聴 キ前面下部 二打

診上輕濁音テi聴取 ス。

胸部X線 像、左肺ハ全般 二五 リZF等性陰影 テ認

メt右 肺ニアリテハ鎖骨下部 ヨリ中央二五 リ斑

紋様病竈存在ス。

尿ハ弱酸性、蛋 白、糖 「ヂアツオ」反応陰性、喀

疾中二結核菌(3/7・)テ認 ム。ピルケー氏反応陽性

(4mm)。

血液所見、血色素量60n.』 赤血球数3百70萬 、

白血球激1萬1千 、・'エオジン」嗜好白血球3.8

0,盤 基性嗜好細胞0.80,中 性嗜好多核 白血

第13表 男41歳
左側肺結核、左側滲出性肋膜炎
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第13圖 一 男41歳

左側肺結核、左側滲出性肋膜炎
`
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一_▼._ 一 一q一 一 一 一

が＼ζ〆 一
一

1
`刀の〃7345.671」 フ 〃 ノノ

球(桿核型6.8%、 分核型62%)

淋巴球21.7%、 大軍核細胞4.7%。

赤血球沈降速度1時 間72粍 、2時 間112粍 。

實験第十四、■■■1男 、年齢28歳 、職業「ラ

ヂオ」商。

診断、右側肺結核。

現病歴、昭和11年1月6日 風邪二罹患 ス。2月

13日以来烈 シキ咳漱t中 等度 ノ喀疾、微熱,盗 二

汗、南側肩月甲筋痛、食慾不振等二拶サ レ、逡 二

今村内科 テ訪 レ3月18日 入院 テ許 サル。

圭:訴、咳漱、喀疾、微熱、南側肩月甲筋痛、食思

不振。

入院時所見、燈格中等、農重57.7冠 、 罷i温37

度5分 乃至38度5分 、呼吸数24、 呼吸ハ 胸腹

式、脈搏:90乃 至110,咽 頭梢 ≧充血 シ扁桃腺ハ

幾分腫脹 セリ。

胸部所見、右側肺上部 ハ前後両面共打診 音短 一

シテ同部位 ニ一致 シテ呼吸音ハ粗裂、呼氣延長

アリ。爾ホ回申軋音 テ嘉取 ス。第三肋骨以下全般

二五 リ呼吸音ハ微弱ナリ。左側肺二八理學的所

見テ認 メズ。

胸 部X線 所 見 、右 側 肺 ハ殆 ン ド全 般 二五 リ高 度

二融 合 セ ル平等 性 陰 影 テ認 ム ル他 下部 位 ニ ア リ

テ'ハ大 小 種 々 ノ室 洞 存 在 セ リ。 左側 肺 二於 テ ハ

病 的 陰 影 テ認 メ難 シ。

尿 ハ黄 褐 色、 弱 酸 性澄 明、比 重101ニ シテ蛋 白、

糖 ・「ヂ アツ オ」反 癒、「ウ ロ ビ リ ン」「イ ンヂ カ ン」

等 線 テ陰 性、 便 中 二寄 生 贔 卵 テ見 ズ。 喀 疾 中 二

於 ケル結 核 菌 ハ陽 性(8/.5)ナ リ。

ビル ケー氏 反 磨 陽 性(12×15mm)
。

血液 所見 、・血 色素 量86%、,赤 血 球 数518萬 、白

血球 数9200。

赤血球沈降速度、1時 間7粍 、2時 間16粍 、中

等値7.5粍 。

第14表 ■ 男28歳 右側肺結核

検 査
月日

尿 量

(ccm)
比重 反応

懸 素!諺

&)g睡 豊
KK)9

比(%)
KIN)

8/V 1790 1010 弱酸性r6.14410 .648 10.5

9 2380 1010 ,, 10,337 1,049 10.1

10 1580 1010 ,,、 6,968 0,721 10.4

11 2090 1010 ,, 10,149 1,382 13.6

12 1820 1010 中 性 9,200 0,688 7.5

13 2320 1010 ,, 9,920 1,205 12.2

14 1440 1014 弱酸性 8,997 0,726 8.1

15 1770 1012 ,, 8,355 0,918 10.9

16 1920 1010 ,, 9,985 1,058 10.6

17 1520 1013 ,, 9,055 0,909 10.0

平均 10.4

第14圖 ■ 男28歳 右側肺結核

實験第十五、一 、.男、年齢22歳 、畢生、、

診断、右側肺結核。

現病歴、昭和11年4月 下旬咳p,1喀 疾及 ビ登熟

テ訴 へ、逡二今村内科 テ訪 レ5月16日 入院 ス。.

主訴、咳噺、喀疾、登熟。

入院時所見、膿格中等、1膣重43.2冠 、 禮温37'

度2分 、脈搏90、 呼吸数23、 呼吸 ハ胸腹式。

口蓋弓拉 二咽頭後壁 ニハ充血テ見ルモ扁桃腺 ニ

ハ何等腫脹 テ認 メズ。

肺部所見、右側肺ハ上部 ヨリ中部 二至ル間、前

後共 二軽度濁音テ示 シ、同部位 ニ一致 シテ蕪診

上呼吸音粗、著 シキ呼気延長 アリ。叉散在性雲

鶴聲 テ蕪 クト共 二右腕上部二多数 ノ小水泡性爆

音 テ著明二聴取ス。左側肺ハ上部二於 テ前後南

面 二呼吸音粗裂、且ツ呼気延長 アリ。

胸部X線 像、右側肺 ハ上部 ヨリ第四肋骨二至ル

迄・高度 ノ平等性陰影 ラ認 メ、上記部位 ノ中央 .
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一5銭 白銅 大 ノ室 洞 存 在 セ リ、 左 腕 ハ 中央 ヨ リ

下 部 二五 リ:気管 枝 周 園 浸潤 性陰:影 テ認 ム。 尿 ハ

弱 酸 性 ニ シテ蛋 白、 糖 「ヂ ア ツ オ」反 慮 等 陰 性 、

便 寄 生贔 卵 ラ見 ズ。 喀 疾 ハ 結 核 菌 陽性(3ん)ナ

リ。 ピル ケー 氏 反 慮 陽 性(8mm)。

血 液 所 見 、 血 色 素 量58%、 赤 血 球 撒440萬 、白

血 球 数1萬 、 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球2・8%、 盤

基 性 嗜 好 細 胞0、 中 性 嗜 好 白血 球(桿 核 型12・9

%、 分 核 型52.4%)淋 巴球25.8%、 軍 核 白血 球

6.0%。

赤 血 球 沈 降 度1時 間82粍 、2時 間113粍 。

第15表 男22歳 右 側肺 結核

検査
月 日

i

尿 量

いccm)[
比重 反応

総窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レ!ニ

ソ」

髄 量:

(K)9

比(%)
(KIN)

25/V 620 1024 弱酸性 8,158 0,732 8.9

26 760 1024 ,, 8,740 1,005 11.5

27 1380 1010 ,, 7,886 0,835 10.5

28 1080 1014 ,, 7,484 0,6801 9.2

29 920 1016 ,, 6,166
5
0,695 11.2

30 1540 1010 ,, 7,370 0,727 9.8

31 990 1022 ,, 10,855 1,231 11.3

11VI 1270・ 1012 ,, 6,918 0,820

111・82 1730 1010 ,, 6,767 0.6549.6

3 1420 1013 ,, 7,731 1.09514.1

」平均 110.8

入院時所見、禮格 中等、膿重40.4冠 、 腿温37

度7分 乃至38度8分 、脈搏94、 呼吸数24、 呼

吸ハ胸腹式、扁桃腺 二八異常 テ認 メザルモ口蓋

弓ハ多少:貧血セリ.

肺部所見、右側肺ハ鎖骨 下部 二於 テ呼吸音梢i

粗ナ リ。背部八房朋骨間部 ノ中央ニアリテハ呼

吸音多少減弱 シ、下部 ニアリテハ夏 雲減弱 セリ。

左側肺ハ肺尖部 テ除 キ前後南面全般二打診音短

一 シテ嘉診上呼吸音 ノ減弱 テ認 メタリ。背面下

部二於 テハ呼吸音粗且 ツ呼気延長セ リ。

胸部X線 部像、両側肺ハ第二肋骨以下殆 ンド全

部 二五 リ所h二 斑紋陰影 テ認ム。

尿ハ弱酸性、黄褐色澄明ニシテ蛋白、糖 「ヂアツ

オ」反磨陰性、大便中二寄生最卵 テ見 ズ。喀疾ハ

結核菌陽性(13/5)ナリ。

ピルケー氏反磨陽性(8×6mm)。

血液所見、血色素量62%、 赤血球撒517萬 、白

血球撒7200。

赤血球沈速度1時 間39粍 、2時 間70粍 。

中等償37粍 。

第15圖 男22歳 右 側肺結 核

實験第十六、■ 、男、 年齢17歳 職業店

員 。

診 断 、 両 側 肺 結 核 。

現 病 歴 、 昭 和10年10月 感 冒 二罹 患 ス。 昭 和11

年3月10日 運 動 後 喀 血 テ認 メ、 夏 雲翌11日 一

5同 程 血 痕:テ喀 出 セ シテ以 テ直 チ ニ今 村 内科 ラ

訪 レ3月12日 入 院 ス。

主 訴 、 喀 血 。

第16表 男17歳 両側肺結核

検査
月 日

27/V

28

29

30

31

1/VI

2

3

亭均

尿 量(
ccm)

670

985

1190

1045

970

1050

1070

1340

比重

1020

1012

1016

1016

1017

1016

1014

1012

反応

射酸性

,,

,,

,,

「キ ヌ

総 窒素 レニ

:量 ソ」

(N)9髄 量(
K)9

5.745-bT5i7

4.731

7.056

5.929

7.757

5.990

6.977

5.384

0.512

0.749

0.691

0.672

0.545

0.758

0.654

比(%)

(KIN)

8.9

10.9

10.6

11.6

8.7

9.0

10.9

12.1

10.3

第16圖 男17歳 両側肺結核
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實験第十七、L男 、年齢20歳 、學生。

診断、両側肺結核。

現病歴、昭和10年10月 風邪 二罹患後咳噺、喀

疾及 ピ時々登熟テ訴 ヘタリ。12月21日 喀血ハ

軍二1同 バ ナリシが尚其後時々血痕 ノ喀出テ

認 メタリ。昭和11年4月28日 金澤醤科文學病

院 二於テ肺結核 ト診断サレシラ以テ蹄阪後今村

内科 テ訪 レ5月13日 入院 ス。

主訴、喀血。

入院時所見、艦橋中等t禮 重60.2冠 、 禮温37

度1分t脈 搏71、 呼吸数20、 呼吸ハ胸腹式、口

蓋弓及ピ咽頭後壁 二登赤 アルモ扁桃腺 一異常テ

認 メズ。.

胸部所見、両側肺上部 ハ前後共 二打診音短、右肺

上部ハ前面背部共二呼吸音粗 且ツ呼気延長 シ、

殊二背面ニアリテハ夏 雲小水泡性爆音 テ聴取

ス。左腕ハ前後共肺尖部 ヨリ中部 二至ル迄呼吸

音粗、呼気延長及 ビ漁性嘱音 テi聴取 ス。

胸部X線 像,両 側肺上部即チ第三肋骨マデハ大

葉滲出性陰影ラ認 メ、左肺 二於 テハ肺門部 ヨリ

外方 二相 ≧隔 レテ小葉性結節性滲出性病竃存.

在ス。南側肺門淋巴腺ハ何 レモ中等度二肥大 セ

リ。

尿 ハ弱酸性、黄褐色ニシテ蛋白、糖「ヂァッオ」

反慮'イ ンヂカン」「ウロピリノーゲン」雪線 テ陰

葉17表 男20歳 南側肺結核

検査
月日

尿 量

(ccm)
比重 反応

線窒素
量
(N)9

「キ ヌ

1 レ!二

鶉
(K)9

比(%)
(KIN)

6/V∬ 1160 1014 弱酸性 9・46810・676 7.0

7 985 1016 ,, 9,400 0,713 7.6

8 1640 1014 ,, 12,711 1,084 8.5

9 1420 1013 ,, 9,844 0,857 8.7

10 1780 1008 ,, 5,915 0,841 14.2

11 1570 10i2 ,, 7,209 1,063 14.7

12 1190 1016 ,, 9,596 1,105 11.5

13 1410 1016 ●, 11,880 1,132 9.6

14 1070 1017 ,, 8,293 0,808 9.8

15 990 1017 ,, 7,734 0,888 11.5

卒均 10.3

第17圖 男20歳 南側肺結核
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性、喀庚中二結核菌(3ノ,。)テ認 ム。

ピルケー氏反磨陽性(8mm)。

血液所見t血 色素量70n.s.赤 血球数494萬 、白

血球数9150、 「エオジン」嗜好白血球o,監 基

性嗜好細胞o, 、中性嗜好白血球(桿 核型4%、

分核型67.5%〉

淋巴細胞(大 淋巴球s/小 淋巴球20%)軍 核細

胞2.5%。

赤血球沈降速度1時 間31粍2時 間59粍b

實験第十八、一 、男、年齢45歳,職 業

貸家業。

診断 南側肺結核。

現病歴,昭 和11年5月13日 マデ瀞戸 日赤療養

所二人院、食思虹 二睡眠ハ正常 ナルモ咳漱:及ピ

喀疾多 キテ以 テ今村 内科テ訪 レ5月14日 入院

スo

主訴、喀疾、咳漱。

入院時所見、艦橋中等、禮重38.9冠 、 禮温37

度5分 、脈搏:100、呼吸数29、 呼吸ハ胸腹式、

咽頭部ぐ正常、

肺部所見、右肺尖ハ前後両面共 二呼吸音粗一 シ

テ呼氣延長 アリ、左側肺上部ハ前後共 二打診上

輕濁音ラ示 シ、殊二肺尖部ハ前後共蕪診上小水

泡性爆音ラi聴取ス。

尿 ハ中性、黄褐色一 シテ、蛋白、糖 「ヂアツオJ

反慮等 テ認 メズ、糞便中二寄生巌卵テ説明セズ。

喀庚二結核菌(20/・)テ認 ム。"ピルケー氏反慮陰

性、

マン トニ=氏反慮陽性(40mm) 。

赤血球沈降速度、1時 間90粍 、2時 間116粍 』

中等債74粍 。
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第18表 男45歳 南側肺結核

検査
月日

尿 量

(ccm)
比重 反応

線 窒素
量(
N)9

1キ ヌ

し!ニ

ソ」

膣 量(
K)9

比(%)

(K/N)

61V皿 970 1021 弱酸性 9,861 0,870 8.8

7 1240 1016 ,, 9,715 0,761 7.8

8 1290 1016 ,, 7,921 0,975 12.3

9 830 1017 ,, 6,921 0,666 9.7

10 540 1022 ,, 5,266 0,493 9.4

11 1020 1018 ,, 8,446 0,835 9.8

12 590 1019 ,, 5,333 0,632 11.1

13 850 1020 ,, 8,662 1,017
〆

11.8

14 67σ 1019 ,, 6,022 0,443 7.3

15 720 1020 ,, 6,823 11.5

準均 10.0

以テ蔽ハル、左肺 ハ第噌肋骨及 ビ第三肋骨 ノ間

二於 テ小葉性陰影 テ認 メt第 三肋骨以下ハ全般

二亙 リ平等性陰影 テ認ム。

尿ハ弱酸性梢 ㌃澗濁 シ、蛋白陽性(0.3%)糖 蚊ご

「ヂアツオ1反慮陰性大便中 二寄生鹸卵 テ認メ

ズ。喀疾結核菌陰性。

血液所見、血色素量61n.s.赤 血球数450萬 、白

血球撒7000、 赤血球沈降速度1時 間41粍 、2、

時間86粍1中 等償42粍 。

ピルケー氏反慮陰性。

第19表 男21歳

雨側肺結核1腹 膜炎

第18圖 男45歳 南側肺結核
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C・ 重症肺結核患者 二於 ケル實験。

實験第+九 、1男 、 年齢21歳 、 職業店

員。

診断、南側肺結核及腹膜炎。

現病歴、約2週 間前 ヨリ咳p.喀 疾 アリ、盗汗

著 シク、夕時熱39度2分 二及 ピ腹部 ノ緊張、膨

満感 アリシテ以テ昭和10年10月9日 入院 ス。

主訴、腹部緊張、膨満。 ・

入院時所見、艦橋中等、膣重40.6冠 、 膿温37

度乃至39度2分 、脈搏80乃 至100,呼 吸数24、

呼吸ハ胸腹式、咽頭部ハロ蓋弓二多少登赤 テ認

ムル他異常テ見ズ。

肺部所見、両側肺ハ背部全般 二五 リ打診上短音

テ示セリ。雨肺前上部 二於 テハ呼吸音粗且ツ呼
　

氣延長 シp小 水泡音 テ著明二i聴取ス。左肺背部

ニアリテハ肺尖部 ヨリ中央 マデ小水泡性曝者 テ

呈 ス。

胸部X線 像、南側肺門部淋巴腺 八苦明 二肥大

シ、右肺ハ第三肋骨以下肋膜炎性沢登性陰=影テ

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反磨

総 窒素
量
(N)9

1キ ヌ

t/ニ

ン'」

髄 量
(K)9

比(%)・

(KIN)

29/X 1400 1016 弱酸性 8,277 1,102 13.3

30 1300 1016 ,● 8,961 1,392 15.6膨

31 1460 1014 ,, 8,869 0,965 10.9

11XI 1020 1021 ,, 9,614 1,076 11.2,

2 1250 1016 ,, 8,091 0,944 11.7

3 1750 1012 ,, 8,429 0,909 10.9、

4 1360 1012 ,, 7,267 0,856 11.8

5 1550 1012 ,, 7,197 0,756 10.6

6 1320 1014 ●, 7,064 0,893 12.7

7 1150 1016 ,, 7,701 0,815 10.7

亭均 12.0
「

`κ,

第19圖 男21歳

南側肺結 核、腹膜炎

實験第二十1一 、男、年齢36歳 、職業會

肚員。

診断、南側肺結核、及喉頭結核。

現病歴、約1ケ 年前 ヨリ登熟ハ殆 ンド認 メザリ

シモt咳 漱、少:量ノ喀疾、拉 二全身 ノ疲疹倦怠

テ訴へ、次第二身膿 ノ痩衰 テ魔ヘ タリ.昭 和10

年9月29日 今村内科ニテ肺結核 ト診断サ レ10月
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20日 入院ス。

主訴、喉頭痛、咳漱。

入院時所見、身長166糎 、 禮重48・5冠i、 膿:温

3?度 乃至38度2分 、脈搏:90、呼吸数20。

口蓋弓及 ビ咽頭後壁二充血 テ認 ム。

肺部所見、右側肺上部、左側肺尖部前後共打診

音短、右肺尖部前後共呼吸音粗且ツ呼気延長 セ

リ。左肺ハ前後共全般二五 リ呼吸音粗且ツ微弱

ニシテ左肺背部ハ肺尖部 ヨリ相々下部 二小水泡

音テi聴取ス。

胸部X線 像、両側肺門部淋巴腺ハ中等度 二肥大

シ、右肺ハ上3分 ノ2左 肺 ハ殆 ンド全般 二五 リ

小葉性結節性 ノー部融合 セル陰影 テ認 ム、右鎖

骨下外側ニ一銭銅貨大 ノ室洞 アリ。

尿ハ中性、黄褐色、蛋白糖 テ認 メズ。「ヂアッオ」

反慮ハ強陽性、喀疾結核菌(50/1→1。0/1)テ認ム、

第20表 一 男36歳

両側肺結核、喉頭結核

「キ ヌ

瞥欝 比重鷹驚猫 脚
(K)9

291X 610 1024 弱酸性 7,285 0,835 11.5

30 610 1024 ,, 8,649 1,056 12.2

31 555 1026 ,, 7,971 0,813 10.2

11XI 550 1028 ,, 9,005 1,022 11.3

2 460 1032 ,, 8,310 0,985 11.8

3 430 1034 ,, 7,010 0,812 11.5

4 360 1034 ,, 7,529 0,997 13.3

5 380 1034 ワ, 7,907 1,376 17.4

6 350 1035 ,, 7,535 1,102 14.6

7 380 1034 ,, 7,905 1,232 15.5

平均 12.9

α
〃
〃
〃
か

〃
β
〃

〃
〃
9
㈱

第20圖 一 男36歳

雨側肺結核、喉頭結核
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ピルケ一一氏反慮陽性(5×5mm)

血液所見、.血色素量64n.s.赤 血球撒485萬 、白

血球撒9600、 「エオジン」嗜好白血球1・5%、 盛

基性嗜好細胞0、 中性嗜好白血球(桿核型140,

分核型45%)

淋巴球31%、 軍核白血球7・5%。

赤血球沈降速度1時 間65粍 、2時 間100粍 。

實験第二十一、■ 、男、年齢31歳 、職業理

髪業。

診断、両側肺結核及右側滲出性肋膜炎、

現病歴、昭和10年6月11日 入院。

入院時所見、盟格中等、膿重51.1冠 、 禮:温37

度乃至38度5分 、脈搏:82,呼 吸数20、 呼吸 ハ

胸腹式咽頭部 ハロ蓋弓二輕度 ノ登赤 テ認 ムル他

異常 テ見ズ。

肺部所見t右 側肺前面ハ肺尖部 ヨリ第三肋骨マ

デ打診音短 ニシテi聴診上該部ニ一致 シテ呼吸音

粗 且ツ呼気延長ラ認ム。右鎖骨下部 二小水泡性

爆音 テ明カニ蝋取ス。左側肺背面ハ肺尖部 ヨリ

中央マデ呼吸音粗且 ツ減弱 セリ。

胸部X線 像、右肺上部ハZF箏 柱陰影 テ以テ蔽ハ

レ、之 ヨウ下部 二小葉性結節性 ノ.__.部融合セル

滲出性病竈テ見ル。左側肺門部二気管枝周園浸

潤性陰影アリ.

第21表 ■ 男31歳

両側肺結核、右側漁性肋膜炎

11

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比 重 、 反慮

総 窒素
量(
N)9

1キ ヌ

レノニ.

ソ 」

盤 景
(K)9

比(%)
(KIN)

1711V 1040 1022 弱酸性 7,242 0,852 11.8

18 1420 1018 ,, 8,192 1,095 13.4

19 830 1022 ,, 5,158 0,653 12.6

20 1890 1018 ,, 9,077 1,279 16.3

21 1240 1020 ■, 5,211 0,878 16.8

22 1460 1018 ,, 6,312 1,103 17.5

23114101018 ,, 6,434 0,821 12.6

24 1040 1018 ,, 5,496 0,982 17.9

25 1450 1014 ,, 4,335 0,867 20.0

26 1740 1014 ,, 5,290 0,876 16.6

李 均1 15.6
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第21圖 ■ 男31歳

南側肺結核、右側漁性肋膜炎
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尿 ハ弱 酸 性 ニ シテ、 蛋 白、糖 及 ビ「ヂ ア ツ オ」反

癒 等 陰 性 、糞 便 ニ ハ寄 生鐘 卵 ヲ'見ズ。 喀 庚 申 ノ

結 核 菌 ハ陽 性(40ん)ナ リ。

ピル ケー 氏反 慮 陽 性(5mm)

血 液 所 見、 血 色 素 量60n.s.

赤 血 球 数480萬 、 白 血球 数9400。

「エ オ ジ ン」嗜 好 白 血球5 ・50,盤 基 性嗜 好 細胞

0%。

中 性 嗜 好 細 胞(桿 核 型22%、 分 葉 型45%)

淋 巴球(大 淋 巴球8・50,小 淋 巴球11.5%)

輩 核 白血 球8.5%、

赤 血 球 沈 降速 度1時 間104粍 、2時 間123粍 、

中 等 贋82粍 。

實 験 第 二 十 二・ 、男 、 年 齢27歳

診 断 、両 側 肺結 核 及 ピ肛 門周 園 膿 瘍 。

現 病 歴 ・ 昭和9年9月21日 登 熟39度 二及 ビタ

ル テ以 テ某 醤 ノ診 療 テ乞 ヒ シニ胃疾 患 トシテ治

療 セ シ爲 輕 快 セ礼 其 後 他 書 ハ肺 門 淋 巴腺 結 核

ト診 断 サ レ シモ微 熱 持 続 セ シ テ 以 テ 昭和10年

3月 轄 地 療 養 テナ ス。7月 中 旬 ヨ リ全 身 ノ倦 怠
、

悪 寒 テ蜀 エ タ リ。10月27日 肛 門 周 囲 膿 瘍 ニ テ

入 院・ 直 チ ニ手 術 テ受 ケ タ リ。12月2日 今 村 内

示斗二軸 利・ス。

主訴1微 熱 。

入 院 時所 見・ 艦 橋 大 、 ・膿重56妊 、 艦 温37度5

分 ・ 脈 搏93・ 呼 吸数18、 呼 吸 ハ胸 腹 式 、扁 桃 腺

多 少 腫 脹 テ認 ム。

肺 部 所 見 ・ 両側 肺 尖 部 前 後 共 打 診 音 短 ニ シテ聴

診 上 呼 吸 音 粗 且 ツ呼 気 延 長 セ リ.

胸部X線 像、南側肺門部淋巴腺 ハ。中等度 二腫

脹、南側肺上部 二結節性増殖性浸潤 ノ病竈 テ認

ム。右側鎖骨下部 二孤立セルー一銭銅貨大 ノ室洞

アリ。

尿 ハ弱酸性蛋白,糖、「ヂアツオ」反応等陰性、糞

便寄生鐘卵 テ見ズ。喀疾二結核菌(163/5)テ見ル。

血液所見、血色素量67n.s.赤 血球撒640萬 、白

血球撒10200、 「エオジン」嗜好白血球0.5%、

盛装性嗜好細胞0%、 中性嗜好白血球(桿 核型

4.8%、 分核型32%)

淋巴細胞13.5%、 軍核白血球5%。

赤血球沈降速度1時 間59粍 、2時 間93粍 。

中等;償52.7粍 。

第22表 一 男27歳

両側肺結核、肛門周園膿瘍

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反鷹

総窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レノニ

ソ」

艦 長
(K)9

比(%)

(KIN)

2811V 2150 1014 弱酸性 6,169 0,981 15.9

29 2450 1012 ,, 10,387 1,466 14.1

30 2030 1010 ,, 5,899 0,991 16.8

11V 2390 1010 ,, 7,388 1,053 14.2

2 1780 1014 ,, 7,362 1,205 16.4

3 2120 1010 ,, 9,261 1,502 16.2

4 1290 1012 ,● 6,636 0,975 14.7

5 1980 1013 ,, 8,178 0,997 12.2

6 1610 1012 ,, 6,893 0,735 10.7

7 1560 1012 ,, 7,135 0,786 11.0

:平均 14.2

`κ,

第22圖 一 男27歳

雨側肺結核、肛門周園膿瘍

實験第中二 十三、 、女、年齢17歳 。

診断、左側肺結核及 ビ腹膜炎。

現病歴・昭和10年 夏肋膜炎二罹患後、 漸次鳳
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弱も疲勢、倦怠テ檜 シ、運動後Z呼 吸困難:泣

._..心悸先進 テ魔ヘタリシガ、約1ケ 月前 ヨリ腹

部 ノ膨満感及 ピ痙痛 アリシテ以テ逡二昭和11年

4月13日 入院 ス。

入院時所見、燈格中等、罷i重39.1冠,膿 温37

度5分 乃至39度 、脈搏80乃 至100、 呼吸数18

乃至20、 呼吸ハ胸腹式、咽喉粘膜軽度 ノ登赤テ

認ム。

肺部所見、右肺ハ背面下部二濁音テi聴キ、肩脾

間部二於 テハ呼吸音減弱 セ リ。左肺上部前後共

打診上短音テ示 シ1呼 吸音粗裂セ リ。右側肺上

部前面 二多少気管波音テi聴取 ス。

胸部X線 像、両側肺門部淋巴腺ハ中等度二肥大

シ、右側肺尖部二多少滲出性陰影テ認 ム。右肺

下部二王滲出性播種性小葉性陰影 アリ。左肺上

部全般二五 リ播種性小葉性陰影存 シ、下部ハ圭

トシテZF等性陰影テ見ル。

尿八頭酸性、黄褐色テ呈 シ、蛋白、糖,「ヂアツ

オ」反慮陰性、喀疾二結核菌 テ見ズ。糞便寄生鐘

卵陰性、

ピルケー氏反慮陽性(15mm)

血液所見、 血色素量66n.s.赤 血球数420萬 、

白血球数7600、 「エオジン」嗜好白血球80

監基性嗜好細胞1%、 中性嗜好白血球(桿 核型

ユ20分 核型45%)淋 巴球33%、 軍核白血球

第23表 女17歳

左側肺結核、腹膜炎

卜

f

l

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反応

線窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レノニ

ソ」

髄量
ぐK)9

比(%)

(KIN)

■一

31V
一一

940 1010 弱酸性 2,768 0,459 16.5

4 870 1010 ,9 3,215 0,479 14.8

5 590 1012 ,, 2,855 ・・3531・2・3

6 790 1012 ,, 3,362 0.460囑 13.7

7 480 1018 ,, 2,580 0,212 8.2

8' 1120 1012 ,, 5,539 0,670 12.0

9 680 .1013 ,, 3,384 0・4921 14.5

10 850 1012 ,, 3,675 0.4821 13.1

11 590 1012 ,, 2,865 0,399 13.9

12 860 1014 ,, 5,051 0,704 13.9

卒均 1、3.3

第23圖 女17歳

左側肺結核、腹膜炎
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赤血球沈降速度1時 間14粍 、2時 間34粍 。

實験第二十四、一 、男、年齢32歳 。

診断、両側肺結核。

現病歴、昭和7年2月 全身倦怠 ト共 二微熱持続

セリ。同年8月 突然約30妬 ノ喀血後2週 間程少

量 ノ血痕 テ見 劣リ。昭和8年3月 膣温41度 二上

昇 シ、咳漱及 ピ喀疾ハ著 シク増加 セリ。昭和9

年2月 再 ビ30蝿 ノ喀血テ見劣ル後血痕 ノ喀出

約2週 間持続 セリ。 昭和10年1月10日 約250

蝿 ノ喀血後禮温38度 二達 シ、多量 ノ喀 血 ト頻回

ノ咳漱 二憎サ レ逡 二今村 内科テ訪 レ11月2日

入院 テ許可 サル。

・主訴、喀疾、咳漱、

入院時所見、・膿重52.8冠 、・膿格中等、 盟温37

度5分 、脈搏:100,呼 吸数22、 呼吸・、胸腹式、

咽喉部 ハ多少嚢赤 ス。

肺部所見、右肺上部前後共打診音短、背部中央

二小水泡音 テ聴 ク。.左肺上部ハ前後共打診音短

ナルモ、左肺前後共全般二五 リ呼吸音粗且ツ減

弱 シ、爾ホ水泡性畷音 ラi聴取 ス。

胸部X線 像、両側肺ハ全般二五 リ播種型病竈 テ

以テ薇ハレ、左肺二小葉性結節性陰=影テ見ル。

尿 ハ弱酸性、黄褐色テ呈 シ、蛋白、糖,「ヂアツ

オ」反慮等陰 性、糞便中二寄生量卵 テ見ズ。喀疾:

結核菌陽性(3/1・)ピルケー氏反応陽性(7×5mm)

血液所見、 赤血球数480萬 、 血色素量74n.s.

白血球数9300、 「エオジン」嗜好白血球3.5%、

盤基性嗜好白血球0%、 中性嗜好細胞(桿 核型
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9%、 分 核 型33.5%)淋 巴球49ざ5%、 輩 核 細 胞

4.5%、 赤 血 球 沈 降 速 度1時 間51粍 、2時 間

66粍 、 中 等 債42粍 。

第24表 男32歳 雨側肺結核

検査月
日

尿 量

(ccm)
比重 反慮

総窒素
量

盤 景(N)91
(K)9

1キ ヌ

レノニ

ソ」 比(%)
(KIN)

71V 2050 1010 弱酸性 6,393 0,710 11.1

8 1860 1010 ,, 6,457 0,732 11.4

9 2060 1008 ,, 6,367 0,870 13.7

10 2030 1010 ,, 6,723 0,927 15.3

11 1830 1010 ,, 8,178 0,807 9.2

12 2020 1010 ,, 7,664 0,859 11.2

13 1760 1008 ,, 7,013 0,665 9.5

14 1980 1004 ,, 4,694 0,686 14.6

15 3250 1008 ,, 8,635 1,023 1ユ.8

ユ6 870 1q14 ,, 6,224 0,671 10.8

李均 11.9

第25表 男51歳 南側肺結核

検 査 、

月 日

尿 量(
ccm) 比重 反応

総窒素
量

(N)9

「キ ヌ

レ!ニ

ン'J

盤景ぐ
K)9

比(%)
(KIN)

●

ト

111V 1040 1014 弱酸性 8,194 0,851 10.4

12 1050 1016 ,, 9,068 1,058 工1.6

13 2020 1008 ,, 7,104 0,794 11.2'

14 1036 1014 ,, 6,791 ・0
.746 10.9

15 390 1022 ,, 4,713 0,510 10.81

16 980 1015 レ, 8,721 0,848 9℃7

17 1050 1012 ,, β,185 0,810 9.8

18 870 1010 ,, 4,176 0,520

0,906

12.4

19 920 1015 ,,、 8,729 10.4

20 1240 1010 ,, 5,274 0,547 1り.4

平均 10三8

第25圖

男32歳 両側肺結核

男51歳 南側肺結 核
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實験第二十五1一 、男、年齢51歳 、

診断、両側肺結核。

現病歴、昭和10年5月 退院後自宅 ニアリテ「カ

ル シウム」注射 テ受 ケシモ感冒二罹患 シ易 久 咳

漱拉 二喀疾盆U雪 加 シ、時々高熱テ費ヘタリ。

昭和11年4月28日 再 ビ入院 ス。

主訴、喀庚、咳漱、熱感。

入院時所見、艦橋中等、禮重46.5醒i、 禮温37

度乃至38度8分i脈 搏一100乃至113,呼 吸数23、

呼吸ハ胸腹式、 口蓋弓及 ビ咽頭後壁二嚢赤 テ

認 ム。

肺部所見、右側肺ハ前後共全般`亙 り、打診上

鼓音 テ呈 シ、蕪診上繭肺共 二陣軋普及 ビ笛聲 テ

聴取 ス。

胸部X線 像、右側肺 ハ殆 ンド全般二五 リテ平等

姓陰:影ヲ・以テ蔽ハレ、上部 ニハ圭 トシテ増殖性

ω

〃
〃
〃
〃9
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ZF等 性 陰 影 テ 見 ル。

尿 ハ弱 酸 性t黄 褐 色 テ呈 シ、 蛋 白,糖,「 ヂ アヅ

オ」反 慮 「イ ン ヂ カ ン」等 総 テ陰 性 ナ リ、喀 庚 申

ノ結 核 菌 ハ陽 性(15/10)ナ リ。

ピル ケー 氏 反 慮 陽 性(4.5mm>

血 液 所 見、 血 色 素 量75n.s.赤 血 球 撒410萬 、

白血 球 敷7500、 「エ オ ジ ン」 嗜 好 細胞2.4%、

盤 基 性嗜 好 細 胞0、 中 性 嗜 好 白血 球(桿 核 型7.2

%、 分 核 型60.7%)

淋 巴球24・6%、 軍 核 白血 球4.8%。

赤 血 球 沈 降 速 度1時 間40粍 、2時 間68粍 。

實 験 第 二 十六、 、 男 、 年 齢28歳 、職 業

歯 科 轡 師 。

診 断 、 両 側 肺 結 核 。

現 病 歴t昭 和11年1月 上 旬 、 風 邪 二罹 患、後喀

疾 、 咳 漱:及 ピ高 熱 持 続 シ、 屡Z盗 汗:蛇二左 側胸

痛 テ寛 ヘ タ リ。 静 養 ニ ヨ リ盗 汗 及 ピ咳 漱 ハ漸次

減 少 セ シモ解 熱 テ見 ズ。 約1週 間 前 咳 漱 後 血痕

テ認 メ タル テ以 テ今 村 内科 テ訪 レ5月4日 入院
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スo

主訴 、 高 熱 咳嚇:、喀 疾 。

入 院 時所 見、 禮i格中等 、 禮 重45冠 、 禮 温37度

乃 至39度 、 脈 搏:90乃 至100,呼 吸数22、 呼 吸

ハ胸 腹 式 咽喉 部 二何 等 異 常 テ見 ズ。

肺 部所 見、 両 側 肺 尖 部 前 後 共 打 診 音 短、 右 腕 上

部 前後 共 呼吸 音 粗 且 ツ減 弱 セ リ。・左 肺 前 面 ハ肺

尖 部 ヨ リ第 三肋 骨 マ デ、 呼 吸音 粗 、 背部 ハ肺 尖

部 二於 テ呼 吸 音 粗 且 ツ呼気 延長 シ、 下部 ニ ア リ

テ ハ摩 擦 音 テi聴取 ス。

胸 部X線 像 、右 側 肺 上 部 二 八滲 出 性融 合 性 陰 影

ア リ。

右 鎖 骨 下`_一一一 銅 貨 大 ノ室 洞 テ認 ム。 左側 肺 下

部3分 ノ2ハ 平 等 性 陰 影 ラ ナ ス。

尿 ハ弱 酸 性、 黄 褐 色 ニ シテ 比 重1018、 「イ ンヂ

カ ン」陽 性 ナ リ。 蛋 白1糖,「 ヂ ア ツ オ」反 慮 「ウ ロ

ぜリ ン」「ウ ロ ピ リ ノー ゲ ン」等 陰 性 ナ リ。糞 便 中

二蠣贔 卵 テ認 ム。喀 庚 申 ノ結 核 菌 ハ陽 性(3a/10)。

ぜル ケー 氏 反 慮 陽 性(5mm)。

血 液 所 見、 血 色 素量80n.s.赤 血 球 数510萬 、白

血 球数7850、 「エ オ ジ ン」 嗜 好 白.血球2.5%、

鴨1謹基性 嗜 好 白血 球0
.50。

中 性嗜 好 白血 球(桿 核 型17.5%i分 核 型52%)

淋 巴球(大 淋 巴球9%、 小 淋 巴球14%)輩 核 白血

球4.5%。

第26表 一 男28歳 両側肺結核
1

検査
月 日

尿 量

(ccm♪
比重 反応

総窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レ1ニ

ン」

膣量(
K)9

比r%)

(K/Nノ

16!V 780 1020 弱酸性 8,445 1,031 13.4

17 760 1020 9, 7,418 0,742 10.0

18 1430 1017 3, 10,935 1,126 10.3

19 940 1012 ,, 5,299 0,621 11.7

20 1310 1020 ,, 8,986 1,052 11.8

21 98q 1014 ,, 5,514 0,679 12.3

22 1210 1014 . ,う 8,001 1,010 12.6

23

24'

740 1018 ,, 5,557 0,676 12.1

1120 1020 四 9,060 1,040 11.5

25

:雫均

1160 1016 ,,' 7,027 0・.730 10.4

11.6

第26圖 一'男28歳 南側肺結核
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赤血球沈降速度1時 間75粍12時 間112粍 。

實験第二 卜七、一 、男、年齢45歳 、職

業商業。

診断、南側肺結核、喉頭結核及 ピ腸結核。

現病歴、昭和11年1月 夕時37度 ノ微熱 アリシ

モ鹸 リ意 二介 セズ経過 セリ。然ルニ約2週 間前

ヨリ嚥下痛 ヲ感 ジタルテ以テ今村内科 テ訪 レ3

月15日 入院 ス。

主訴、微熱、嚥下痛

入院時所見、艘格中等、禮重44.7冠 、 膿温37

度7分 、脈搏82、 呼吸数:19、呼吸 ・・胸腹式,

師部所見、両側肺尖部前後共打診上短音テ示 シ

両側肺ノ・一一般 二呼吸音粗裂且 ツ呼氣延長 アリ。

右肺前面及 ビ左肺前後共多数 ノ漁性離苦 ヲ'i聴取

セ リ。

胸部X線 像、右 肺上部3分 ノ2ハ 圭滲出性融合

性陰影一デ蔽ハレ、左肺ハ全般二面 リ結節性滲

出性陰影及 ビ該部中二数個 ノ五銭白銅貨大 ノ室

洞存在セ リ.

第27表 一 男45歳,
南側肺結核、喉頭結核、腸結核

検査
月 日

171V

18

19

20

21

22

23

24

25

26

卒均

尿量:
(ccm)

1220

1210

930

1240

1420

1230

970

1790

1650

1820

比重

1022

1018

1023

1022

1018

1020

1022

1018

1022

1015・

反磨

弱酸性

総窒 素
量(
N)9

11.985

9.510

8.834

13.005

11.158

10.701

8.980

14.911

15.012

12.815

1「キ ヌ1

レ/二.

ソ 」

禮 量:

(K)9

1.574

1,067

1.025

1.386

1.207
-iπ齋

1.008

1.634

1.662

1.089

比(%)
(KIN)

13.1

11.2

11.7

10.7

10・孚

13.3

11.3疇

10.9'

正

8.2

11.2
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第27圖 一 男45歳

雨側肺結核、喉頭結核、腸結核
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尿 ハ弱 酸 性 ニ シテ糖,蛋 白、「イ ンヂ カ ン」「ウ ロ

ビ リン」「ヂ ア ツ オ」反 慮 「ウ ロ ピ リ ノー ゲ ン」等

陰 性 、 糞 便 二蜴 贔 卵 テ認 ム。

喀 庚 ハ結 核 菌 陽 性(200/1)ナ リ。 ピル ケー 氏 反 慮

陽 性(4×7mm)

血 液 所 見、 血 色 素 量76n.s.赤 血 球 撒462萬 、

白血 球 撒9300、 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球1.5

00

._1,一.基性嗜好細胞1% 、中性嗜好白血球(桿 核型

9.5%、 分核型74%)、 淋巴細胞13%、 軍核白

血球1%、

赤血球沈降速度1時 間34粍 、2時 間66粍 。

實験第二十八、 、男、年齢29歳 、職業會

肚員。

診断、両側肺結核。

現病歴約7ケ 年前 ヨリ咳漱及 ビ喀疾テ訴へ、屡

感冒二罹患 シ、轡師 ノ治療テ受 ク。約'3年 前有

馬研究所二於 テ乾性肋膜炎 ト診断サレ7ケ 月間

同所 ノ治療 テ受 ケタリ。1ケ 月前 ヨリ晩 秋拉二

喀疾夏 雲増加 セシテ以テ今村 内科テ訪 レ昭和11

年5月7日 入院 テ許 サル。

主訴、咳漱、喀疾。

入院時所見、艦橋中等、禮重46.9冠 、 禮温37

度6分 、脈搏:93、呼吸数22、 呼吸ハ胸腹式、

咽頭部ハ後壁 二軽度 ノ登赤 アル他異常テ見ズ。

師部所見、 両側肺尖部前後共 打診上短音 テ呈

シ、i聴診上右肺尖部前面 ニアリテハ呼吸音粗裂

且 ツ呼気延長 テ認 メ、同部背面 ニハ呼吸音減弱

セ リ。肩脾間部下方 二小水泡性曝者テ聴 キ、左

腕上部前面 轟於 テハ呼吸音粗且ツ微弱、該部背
■

面 ニアリテハ呼吸音減弱セ リ。

胸部X線 像、右側肺ハ下部全般二五 リ斑紋様韮

竈 ラ認人 両側肺門淋巴腺ハ中等度 二肥大 セリ。

左側肺下部 二、気管枝周園性浸潤 ノ存在 テ見ル。

尿ハ弱酸性、黄褐色テ呈 シ、蛋 白,糖,「ヂアッ才」

反慮 「インヂカン」反応等陰性、糞便中二寄生趨

卵 ラ認 メズ。喀庚 申ノ結核菌ハ陰性ナ リ。

血液所見、血色素量65n.s.赤 血球撒500萬.

白血球撒9000。

赤血球沈降速度1時 間35粍 、2時 間84粍 。

第28表 ■ 男29歳 南側肺結核

検査
月日

尿 量

(ccm)
比重 反応

総 窒素
量
(N)9

「キ ヌ

レノニ

ソ」

髄 量
(K)9

比(%)

(K∠N)

221V 1260 1020 弱酸性 7,653 0,714 9.3

23 830 1022 ,, 5,519 0,614 11.1

24 1040 1016 ,, 5,962 0,802 13.5

25 1170 1020 ,, 7,291 0,884 12.1

26
'470

1022 ,, 4,130 0,466 11.3

27 980 1020 ,, 6,338 0,509 8.1

28 1080 1018 ,, 6,173 0,799 12.9

29 1055 1018 ,, 6,131 0,930 15.2

30 1045 1022 ,, 7,300 0,954 13.1

31 1970 1012 ,, 8,296 0,961 11.6

亭均 11.8

第28圖

♂κ♪

男29歳 南側肺結核

實験第二+九 、一 、男、年齢37歳 職

業理髪業。

診断、両側肺結核。

現病歴、昭和11年2月 下旬歎同少:量ノ血痕テ

見、4月27日 小澤内科 ニテ肺結核 ト診断 サレ治

療 中再 ピ血痕 ノ喀出ア リシラ以 テ今村内科二6

月12日 入院 ス。

主訴、高熱、血痕。
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入院時所見、艦橋中等、一髄室46冠 、膿:温37度

乃至39度5分 、脈搏82乃 至109,呼 吸数24、

呼吸ハ胸腹式、扁桃腺梢 、充血 セリ。

肺部所見、右肺上部ハ打診音短 ニシテ・蕪診上

右肺前面下部及 ピ背面下部 二小水泡性曝者 テi聴

ク。左側肺ハ前後共全般 二五 リ打診音短、蕪診

上前面全般 二亙 リ著明二水泡性曝者 テi聴キ、背

面モ同様多激 ノ水泡性曝者テi聴取ス。

胸部X線 像、右肺全般 二亙 リ斑紋檬陰影 テ認

メ、左肺上部3分 ノ1ハ 滲出性融合性病竈 ヨリ

ナリ。中部及 ピ下部 ニハ斑紋様病竈散在 ス。

尿ハ弱酸性ニシテ蛋白、糖テ認メズ。 「ヂアツ

オ」反応陽性。

糞便中二寄生贔卵テ認 メズ。喀疾中 ノ結核菌ハ

陽性(30/10)ナリ。

ピルケー氏反応陽性(5mm)

血液所見、 血色素量45n.s.赤 血球撒236萬 、

白血球撒3650、 「エオジン」嗜好性白血球0.5

%。

盟基性嗜好白血球0%、 中性嗜好白血球(桿 核型

21.50,分 葉型55.5%)淋 巴球16%、 軍核白

血球6.5%、 赤血球沈降速度1時 間98粍 、2時

間102粍 、中等債74.5粍 。

第 30

第29表 一 男37歳 両側肺結核

検査
月 日

尿 量

(ccm)
比重 反応

総窒素
量(
N)9

「キ ヌ

レノニ.

ソ」

盤 景(

K)9

比(%)
(KIN)

61V皿 1870 1012 弱酸性 10,128 1,266 12.5

7 1540 1014 レ, 12,332 1,333 10.8

8 1180 1014 ,, 9,143 1,226 13.4

9 1790 1010 ,, 9,379 1,324 14.1

10 1530 1012 ,, 8,000 1,012 12.6

11 980 1018 ,, 9,073 1,969 21.7

12 1280 1013 ,, 8,884 1,733 19.5

13 1150 1014 ,, 8,146 1,448 17.8

14 790 1017 ,, 7,216 1,147 15.9

15 750 1016 ,, 6,810 1,334 19.7

卒均 15.8

第29圖 一 男37歳 雨側肺結核
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表

番 號 姓 曜名 年 齢 性 別 診 断
喬(%)

K(亭 均)

西(%)

健康者

1 30 男 8.2

7.62 30 男 7.6

3 28 男 6.9

軽症患者

4 30 男 早期浸潤 7.2

8.1

5 30 男 両側肺結核 6.5

6 25 男 左側肺結核 9.4

7 31 男 左肺早期浸潤、南側肺尖
加答見

両側肺結核

8.4

8 23 男 8.8

・中等症

患 者

9 22 男 左側肺結核 10.8

10.5

l

i

}

10 24 男 右側肺結核 10.5

11 ・18 男 左側上葉肺結核 10.6

、12 ' 25 男 南側肺結核 11.6

13・ 41 男 右側肺結核 、左側 滲出性

肋膜炎 ・
10.1

14
,

28 男 ・ 右側肺結核 10.4
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重症患者

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

22

17

20

45

21

36

31

27

17

32

51

28

45

29

37

男

男

男

男
男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

右側肺結核

雨側肺結核

雨側肺結核

雨側肺結核'
雨側肺結核、腹膜炎

雨側肺結核、喉頭結核

雨側肺結核、左側滲出性
肋膜炎

雨側肺結核、肛門周園膿瘍

左側肺結核、腹膜炎

雨側肺結核

雨側肺結核

雨側肺結核

雨側肺結核、喉頭結 核、

腸結核

雨側肺結核

雨側肺結核

10.8

10.3

10.3

10.0

12.0

12.9

15.6

14.2

13.3

11.9

10.8

11.6

11.2

11.8

15.8

12.8

第四章 観 察

以 上 ノ實 験 成 績 ヨ リ肺 結 核 患者 二 於 ケ ル 禮 内

「トリプ トファン」分 解 ノ状 況 テ 観 ル ニ 輕 症 肺 結

核 患 者 ニ ア リテ ハ尿 「キ ヌ レニ ン」膣 ト尿 総 窒 素

量 ト ノ比 ハ 卒 均8.1%ニ シテ 健 康 者 ノ 李均 値

7.2%ト ノ間 二著 シキ差 異 テ認 メ難 ク却 テ 健 康

者 ヨ リモ其 比 低 値 テ示 セル モ ノ アル テ験 知 シタ

リ。 是 等 ノ成 績 ヨ リ考 察 ス レバ輕 症 肺 結 核 患者

ノ膿 内 「トリ プ トファン」分 解 ハ 殆 ン ド異 常 ナ キ

モ ノ ト推 測 セ ラル。

中等 症 肺 結 核 患 者 二於 テ ハ尿 「キ ヌ レ..._.ン」騰 ト

尿 線 窒 素 量 トノ比 ハ 卒均10.5%ニ シテ 健 康 者

ノ其 二比 シ多 少 檜 加 ノ傾 向 テ示 シ、 更 二重 症 肺

結 核 患 者 ニ ア リテ ハ 其 比 卒均12.8%ニ シ テ 尿

「キ ヌ レニ ン」膣 ノ著 明 ナ ル増量 テ認 ム
。

尿 「キ ヌ レニ ン」禮 ノ清 長 ガ禮 内「ト リプ トフ.ン 」

分 解 機 序 二密 接 ナ ル 關 係 テ有 スル ヤ明 ナ リ。 輕

症 肺 結 核 患 者 二 見 ル 禮 内 「ト リプ トファン」代 謝

ガ健 康 者 二比 シ殆 ン ド差 異 ナ キ ハ恐 ラク結 核 病

攣:拉 二結 核 菌 毒 素 ノ作 用 極 メ テ微 弱 ナル ト共 二

血液PHモ 殆 ン ド生 理 的状 態 ニ アル テ以 テ 「ト

リ プ トフ.ン 」分 解 二著 シキ影 響 テ及 ボ サ ザ ル ニ

ヨ ル モ ノナ ル ベ シ。 之 二反 シ中 等 症 肺 結 核 患 者

殊 二重 症 肺 結 核 患 者 二 「ト リプ トフフン」代 謝 異

常 テ見 ル ハ恐 ラ ク結 核 病 攣 ノ高 度及 ピ結 核 菌 毒

素 作 用 ノ強 烈 ナ ル結 果 身禮 諸 器 官'/機 能 障 碍 拉

二血 液 酸 中 和 能 減 弱 モ關 與 シ膿 内 「トリ プ トフマ

ン」分 解 機 序 二異 常 テ來 シ、「トリプ トプア ン」ハ

其 ノ核 ノ開鎖 ニ ヨ リ圭 トシテ 「キ ヌ レニ ン」テ生

ズ ル テ以 テ弦 二尿 「キ ヌ レニ ン」膿 ノ増 加 テ招 來

セル モ ノ ト推 定 シ得 ベ シ。

第五章 結 論

一
、 輕 症 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル、 尿 「キ ヌ レニ ン」

禮 ハ健 康 者 トノ間 二著 シキ差 異 ナ ク、 尿 線 窒 素

量 トノ比 ・ラ求 ム レバ 、 前 者 ニ ア リテ ハ李 均8.1

%、 後 者 ニ ア リテ ハ李均7.2%ナ リ。

二 、 中等 症 肺 結 核 患者 ニ ア リテ ハ 尿 「キ ヌ レニ

ン」髄 ハ健 康 者 二比 シ多 少 増 量 シt尿 絃 窒 素 量 ト

ノ比 ハ李均10.5%ナ リ〇

三t重 症 肺 結 核 患 者 ニ ア リテ ハ尿 「キ ヌ レニ ン」

膿:ハ明 カ ニ高 値 テ示 シ、 尿 線 窒 素 量 二封 スル比

ハ 準均12.8%二 達 セ リn
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四、肺結核患者二於ケル尿 「キヌ レニぞ」髄 ハ輕

症患者 ヨリ重症患者二移ルニ從 ヒ漸次増量 ノ傾

向テ示 ス。

欄筆二臨 走、御指導御校閲 テ賜 リシ、恩師今村

教授及西垣博‡、拉 二御校閲テ賜 リシ、恩師古

武教授二封 シ深甚 ノ謝意ラ表 シ、術今村内科教

室員一同ノ御後援テ深謝 ス。
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